
第４-２-（２２）資金決済に関する法律に基づく供託（第一種資金移動業者（一部債務引受契約・保証契約・弁済信託契約、一部金銭の供託））
　第三号様式（第１３条第１項関係）営業保証金の金銭供託の供託書

（注１）[]内の文言は必要に応じて選択的に記載する。
（注２）{}内の文言は締結している契約に応じて適切なものを記載する。
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印
（注）１.供託金額の冒頭に￥記号を記入してください。なお、供託金額の訂正はできません。

２.本供託書は折り曲げないでください。

（ 営 業 保 証 ）

供託書・ＯＣＲ用

ふたりめからは別紙継続用紙に
記載してください。

別添のとおり
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第 ３ 号様式

印供第３３号（ ）

２０００００

↓ 濁点、半濁点は１マスを使用してください。
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百 十 万 千 百 十 円千億十百

００００００００１供 託 金 額

○ ○ 法 務 局

甲県乙市丙町二丁目２番２号

代表取締役 甲 山 太 郎

○○財務局長
（○○財務局登録番号 第○号）

備考欄のとおり

供託者は、資金移動業者であるが、営業日（令和○年○月○日）における第一種
資金移動業に係る要履行保証額が金２億円であったので、金２億円以上を履行保証
金として供託すべきところ、供託者は、［○○との間で債務引受の額を１億円とす
る供託に代わる履行保証人債務引受契約を締結している／○○との間で保証債務の
額を１億円とする供託に代わる履行保証人保証契約を締結している／○○との間で
信託財産の額を１億円とする供託に代わる履行保証金弁済信託契約を締結している
／{○○との間で保全金額を5,000万円とする供託に代わる履行保証金保全契約を締
結しており、かつ、○○との間で債務引受の額を5,000万円とする供託に代わる履行
保証人債務引受契約を締結している}］ので，当該金額との差額に相当する金１億円
を履行保証金として供託する。

￥

ャ

資金決済に関する法律[第45条の3第1項／第45条の4第1項／第45条の5第1項／{第44条、第45条の3第1項}]


